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令和７年度 第２回岐阜支部評議会概要報告 

 

開 催 日 時 令和７年１０月２１日（火） １４：００～１5：15 

開 催 場 所 岐阜支部会議室 

出 席 評 議 員 
井上評議員、梅津評議員（議長代理）、川本評議員、長﨑評議員、村瀬

評議員、吉田評議員（五十音順） 

議 題  

１．令和８年度保険料率について（資料１、参考資料１-１、１-２） 

２.岐阜支部の課題を踏まえた今後の取組について（資料 2） 

議 事 概 要 

（ 主 な 意 見 等 ） 

 

評議員９名中６名が出席。 

各議題について事務局より資料に基づき説明。主な意見等は以下のとおり。 

 

 

1. 令和８年度保険料率について 

【被保険者代表】 

医療費・医療給付費の伸びが確実に見込まれ、更に他のリスクもあることから、平均保険

料率１0%維持が良い。また、加入者の理解を得るため準備金残高の必要性や目的を情報発

信してほしい。 

 

【被保険者代表】 

 中長期的な視点での財政安定化のため、平均保険料率１0%維持が良い。ただし、準備金

残高がどの程度あれば中長期的な安定が得られるかは示してほしい。 

 

【事業主代表】 

 制度維持が最優先であるため、平均保険料率１0%維持が良い。なお、協会けんぽのソルベ

ンシー・マージン比率は２00%超で安全性の担保はされていると感じたが、一方で生保損

保との比較にあまり意味はなく、多ければ良いものでもない。準備金の額が大きく、個人レ

ベルではイメージが湧かないため、個人の行動が将来の料率に対してどう影響するかを広

報する必要がある。 

 

【事業主代表】 

 当面、平均保険料率１0%維持が良い。ただ、賃金上昇圧力が極めて高くなっているため、

毎年のシミュレーションは柔軟に考える必要がある。また、料率だけでは具体的にイメージ

できないため、標準報酬にかかる保険料額を示すのも一つである。 

 

【学識経験者】 

 令和８年度については、平均保険料率１0%が良い。ただ、準備金残高が６．６か月分という

のは額として大きいので、全国の情勢を踏まえて、どこまで積み上げるのか目安を議論して

ほしい。 

 

【議長】 

 令和８年度については、平均保険料率１0%が良い。制度維持や安定運営はもちろん、準備
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金の在り方について、当事者である加入者にも理解していただくため、継続的に１０%を維

持するかは議論の余地がある。 

 

＜事務局＞ 

 保険料率を金額ベースにした場合のインパクトは今後の広報の参考とさせていただく。ま

た、賃金上昇率については、春闘と協会の実態が異なるため、丁寧に説明していく。 

 

【議長】 

 保険料率は可能な限り、少なくとも令和８年度は１０%を維持するという皆様のご意見を

踏まえて、協会けんぽ本部へご提出いただきたい。 

 

２． 岐阜支部の課題を踏まえた今後の取組について 

【学識経験者】 

 循環器系の疾患が多いが、高血圧ということか。簡単に言うと、塩分の取りすぎというこ

とか。 

 

＜事務局＞ 

それも一因であると認識している。 

 

【被保険者代表】 

LINE での情報提供について、登録者を増やすハードルが高いと思うが、どのように登録

者数を増やしているのか。 

 

＜事務局＞ 

 健診 DM 等を通じて、二次元コードを掲載するなど、容易に登録いただけるよう工夫のう

え登録者数を増やしてきた。今後けんぽアプリもスタートするため、サービスを並行して実

施していく。 

 

【事業主代表】 

循環器系疾患が多いとの話があったが、岐阜市は全国の中でも外食比率が非常に高いと

言われており、それも影響しているのではないかと思う。 

岐阜支部の悪い項目として、睡眠で休養がとれていない人の割合や運動習慣要改善者の

割合が高いことを挙げられているが、以前メタボリックリスク保有者の割合が岐阜は全国で

一番低いというのを見た。良い項目はあるのか。 

 

＜事務局＞ 

今回の資料は「支部別スコアリングレポート」を参照としているが、おっしゃるとおりメタ

ボリックリスク保有者の割合（男性全国１位・女性全国２位）や殆どの項目が全国と比較して

良い結果となっている。全体が悪いというわけではないので、ご安心していただきたいが、

中でも血圧や今回挙げた睡眠や運動が課題であるという認識をしており、そこを改善して

いきたいと考えている。 

 

【被保険者代表】 

 特定健診の予約方法が電話とハガキの２通りのため、ウェブによる受付が可能であれば気

軽に申し込めるのではないか。  

 

＜事務局＞ 

 加入者からもそのような声をいただいている。今すぐではないが、今後けんぽアプリの導
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入により、アプリを通じた健診申込を利用できるよう開発を進めている。 

 

【事業主代表】 

 特定健診について、様々な取り組みをしていると思うが、ホテル健診については、ホテル

会場料金等と今後の保険料率を併せて考えた場合、見せ方によっては印象が大きく変わる

のではないか心配している。ショッピングセンターでの実施はアイデアとして良いと思うが、

もう少し会場選定は慎重に考えるべきだと思う。 

 

＜事務局＞ 

ご意見として承る。ホテル健診については各支部で実績があることから、当支部において

も試行的に開催するもの。今まで商業施設や公民館等の案内をしてもなお、健診を受けな

いような方に対して、行動変容を促すことが目的。ただ、ご意見の通り、健診受診が目的で

あることが伝わるよう注意して進めていく。 

 

【事業主代表】 

 他の会場で受診した人が損を感じるような見せ方にならないよう注意していただきたい。 

 

＜事務局＞ 

 予算内で最も実績を上げられるよう選択と集中で事業を検討しているところであるが、加

入者へ誤って伝わらないよう慎重に進めていく。 

 

【議長】 

生活習慣病予防健診について、小規模事業所にも受診対象者のボリュームゾーンがある

が、小規模事業所は担当者の健診理解度がまちまちと思うので、より分かりやすく伝えてい

く必要があると考える。がん検診をセットで受けられるのはメリットと思うので、良い所をア

ピールして、利用を促していただきたい。  

 

 

特 記 事 項  

・傍聴者：なし 

・次回開催は令和８年１月の予定 

 

 


